
萩原朔太郎 (1886-1942) 

Сакутаро Хагивара (1886-1942) 

 

春の感情 

ふらんすからくる烟草のやにのにほひのやうだ 

そのにほひをかいでゐると氣がうつとりとする 

うれはしい かなしい さまざまのいりこみたる空の感情 

つめたい銀いろの小鳥のなきごゑ 

春がくるときのよろこびは 

あらゆるひとのいのちをふきならす笛のひびきのやうだ 

ふるへる めづらしい野路のくさばな 

おもたく雨にぬれた空氣の中にひろがるひとつの音色 

なやましき女のなきごゑはそこにもきこえて 

春はしつとりとふくらんでくるやうだ。 

春としなれば山奧のふかい森の中でも 

くされた木株の中でもうごめくみみずのやうに 

私のたましひはぞくぞくとして菌を吹き出す 

たとへば毒だけ へびだけ べにひめぢのやうなもの 

かかる菌の類はあやしげなる色香をはなちて 

ひねもすさびしげに匂つてゐる。 

春がくる 春がくる 

春がくるときのよろこびは あらゆるひとのいのちを吹きならす笛のひびき

のやうだ 

そこにもここにも 

ぞくぞくとしてふきだす菌 毒だけ 

また藪かげに生えてほのかに光るべにひめぢの類。 

 


